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ダクタイル管の配管設計業務におけるCAD化の推進

1. はじめに

鉄管エンジニアリング部では、営業支援の一環として、

配管設計、承認図作成、スケルトン図作成などの設計業

務を実施している。

手作業で行ってきたこれら配管設計業務の合理化を図

るため、自動化を試み、活用できるようになった。

以下に、 CAD化の概要を報告する。

2. 業務内容

2.1 配管設計業務（配管設計システム）

ダクタイル鋳鉄管の配管設計は、種々の管（直管、曲管、

T字管などの異形管）を配管予定ラインに割り付けるも

のである。

また、管路の曲がり部、分岐部、管端部などで内圧に

より発生する不平均力（管路を動かそうとする力）に対

する防護検討を行う。

配管設計システムに関しては、今回、パソコン版

(Microsoft Windows 95/98)の開発を進め、このほ

ど完了した。

2.2 承認図作成業務（承認図作成システム）

承認図作成システムには、直管・推進管作図システムと、

異形管作図システムの 2システムを開発した。ユーザニ

ーズにより、ダクタイル鋳鉄管の単品図（承認図）を提

出する必要がある。

本業務においても手作業で実施していたが、本システ

ムの完成により納期短縮が図られている（基本ソフトの

UNIX上で起動）。

2.3 スケルトン図作成業務（スケルトン図作成システム）

市街地や浄水場内配管では分岐箇所が多く、複雑な管

路を形成している。そこで、 3次元的に表現する管割設

計ソフト（スケルトン図）の開発を行い、現在検証中で

ある (UNIX上で起動）。

3. システム概要

3.1 配管設計システム

システムの内容は、栗本技報No.25で詳述しており、

今回は、パソコン版の開発に伴う機能アップ面に関して

報告するものとする（図1参照）。

3.1.1 機能アップ面での特長
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鉄管事業部
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図1 システム概要

1)入カデータとしては、測量データが必要であり、従

来は、 HICADの画面上で作成していたが、パソコン版

の開発により、専用入力画面からの入力だけでなく、

CSV形式のファイルから入出力できるので、市販の表計

算ソフトと連動可能となった（図2参照）。

図2 管況データ入力画面

2)配管設計においては、伏越し（既設管、マンホール

など）部が市街地では特に多いため、既設物からの離隔

距離を入力すると伏越し部の測点が作成できるようにし

た（図3参照）。

3)表データの電子便覧化

シンボル部品と各部寸法をあわせて電子ファイル化した。

従来、異形管類は手入力（必要項目）であったが、パソ

コン版の開発により、図4のように画面上より選択可能

となり、入力手間の短縮、また、各部寸法の確認（入力

ミスの防止）ができるようにした。
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図4 異形管選択入力画面

4)データ変換機能

本管径 枝管径

| 7郎） 1 

中止O l 

本システムで作成した図面は、 DXFへの変換が可能

となった。また、さまざまなCADで作成した図面や地

形図などの取り込みや出力が可能である。

5)その他

規格改正（日本工業規格、日本ダクタイ）は失管協会規格）

に伴い、 NS形（耐震継手）他のデータ追加を実施した。

3.2 承認図作成システム

承認図作成システムにおいては、直管・推進管（直管・

推進管作図システム）は当部にて作成、異形管（異形管

作図システム）は千島工場にて処理しており、以下に示

す指針で開発した。

3.2.1 直管・推進管作図システム（図5～図9参照）

1)規格の範囲を、 JIS（日本工業規格）、 JDPA（日本ダ

クタイル鉄管協会規格）、 JSWAS（日本下水道協会規格）

とした。

2)入力項目は入力画面上で指定し、手入力を極力省いた。

3)基本的に、作図（ノンスケール）→出力→未登録とした。

4)基本 (HICAD)コマンドとの親密性を重視した（特

殊品対応） 。

基本情報入力

受口形式
管種・管厚
挿し口形式

悶

詳細情報入力

適用規格
切管（甲・乙）選択

種類

承認図作成

直管・推進管

承認図

図5 システム概要

図6 直管作図入力画面

図7 直管出力例

21 



ダクタイル管の配管設計業務におけるCAD化の推進

I 鉄管事業部 I 

図8 推進管作図入力画面

図9 推進管出力例

3.2.2 異形管作図システム（図10～図14参照）

基本的には、直管・推進管作図システムと同じであるが、

本システムでは、特殊品対応（製作図）のためマクロ機

能にて、受口、ボディー、挿し口を作成し実尺にて作図

するものとした。

また、特殊品の質量計算機能も準備し質量計算にかか

る時間の短縮を図った。

3.3 スケルトン図作成システム

スケルトン図作成システムにおいては、以下に示す指

針で開発を行った。

1)基本 (HICAD)コマンドとの親密性を重視（形状修

正は基本機能を使用）。

2)シンボルの追加・修正は、利用者（運用者）によっ

て可能にする（データ類はプログラム内に極力くくりつ

けない）。

3)操作上の表現（メニューや部品の名称）を統一し、

初心者に早くなじめるようにする。

4)近年の動向を取り入れた操作手順に心がける（修正

→自由にパターンを設定する）。
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図10 システム概要

図11 異形管作図入力画面（共通）

図12 異形管出力例（規格品）
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図13 異形管作図入力画面（特殊品）

図14 異形管出力例（特殊品）

3.3.1 コマンド一覧

本システムは19コマンドにて構成されており、 表1に

その一覧表を示す。

表1 コマンド一覧表

メーユー

主 親 子 修飾 巧 項番 概要説明

レイアウト配置 5 1 1 誌管線上に萱管図形を配接置合主記る
接合配置 5 1 2 図形に図形を 置する

管自動削配除管 5 1 3 指定区間に直管・切管を自動配置する
5. 1 4 配挿置した管図形を削除する

挿し口変更 彗 5 1 5 1 し口部を他継手に表示上接続する表示調整 5 1 5 2 挿し口部の表ホ長さを調菰節する
拡大縮小 5 1 6 管図形の表ホサイズを 小する

属性変更 5. 1 7 配置済みの管図形の属性を変更する

ガスケット厚 5 1 8 すフるフンジ接合部のガスケット厚を変更

新規法線 5 1 9 里基準とiこ法線を描く
スケルトン 継続法線 5 1 10 なる法線から新たに法線要を描く

法線 実長宣言 5. 1 11 作定画するした寸法と実長が異なる を指

法線有効 5 1 12 法線操作可能にする
法線無効 5 1 13 

管法カゞ線ス図操形ケ作無各効部または非表表示にする
管-ヵ-ミ寸法 5 1 14 の 寸法をホする

Super 寸法 スケット 5 1 15 ット厚の寸法を表ホする

K 法線 5 1 16 

既定値設定 ガスケット厚
5 1 17 

倍率 5 1 18 

符号定壁表 5 2 1 

管類リスト
符号非ホ 5 2 2 
符号再表ホ 5 2 3 
リスト作成 5 2 4 

笠検号定義 5 3 1 
討1 5 3 2 

検討2 5 3 3 

接合部品 符号非表示 5 3 4 接る合部品リスト用の符号を非表示にす

符号再表ホ 5 3 5 
接合部品リス作とト用成ボすルの符るト検号を再表ホする

リスト作成 5 3 6 部ス品ケルリストント図を 討図から接合

3.3.2 操作フロー

本システムの操作手順を図15～図17に示す。

[1 ① スケルトン図用の用紙を検索
ー 使用コマンド1図面たファイル／参照検索I
＼／憂

ロ
[]② 法線を作画

文／ 使用コマンド にケルトン／法線牛マンド群

戸□R スケルトン図を作成
使用コマンドにケルトン牛マンド群

□④寸法を作画
使用コマンドにケルトン図／寸法4コマンド群

図15 スケルトン図の作成

完成したスケルトン図から管類リストを作成

戸巴雰：ご芯悶定義

口
炉!尼雰；；りスト／リスト作成

図16 管類リストの作成

23 



ダクタイル管の配管設計業務におけるCAD化の推進

1 鉄管事業部
--------------------------------------

完成したスケルトン図とボルト検討図から接合部品リストを作成

号定肇

V 

ロ⑤接合部品リストを作成使用コマンド接合部品／リスト作成

戸：？？こ二□:録

：写
完成スケルトン図とポルト検討図から接合部品リストが1ページ 1図面として登録

図17 接合部品リスト・ボルト検討図の作成

4. 所感

4.1 配管設計システム

本システムについては、オペレータの育成を随時図っ

てきており、処理時間の短縮が十分図られ、最近では、

FDでの納品 (DXF変換）が増えてきたこともあり、

ユーザニーズヘの対応も可能となってきた。

4.2 承認図作成システム

本システムについては、誰でも、簡単に操作（規格品）

できるように開発しており、将来的にはパソコン版に移

行し、本・支社店に導入すればユーザニーズに十分対応

可能（納期面）と思われる。

4.3 スケルトン図作成システム

本システムについては未だ検証中であり、物件対応と

同時に、オペレータの育成を図りつつ早く完成させたい

と考えている。

総括として言えることは、 CADそのものの導入によ

り基本機能を使用しての標準化（耐震貯水槽、既設管内

挿入時の検討、その他）も進んできており、現在では、

使用頻度も増え、良い傾向だと考えている。
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5. おわりに

以上が3システムの概要報告であるが、これらの業務

処理を現在、加賀屋工場、千島工場、東京支社で行って

いるので、データ共有化のため 3事業所のネットワーク

を完成させた（図18参照）。

口
I | 

畢本鐵工胃軍宣鹸讐EG●

図18 LAN構築概要

今後とも、 3システムの活用を全面的に推し進めたい

と考えており、技術の伝承の一環として大いに寄与して

いることと確信している。

最後に、配管設計システムのパソコン版構築にあたり、

日立西部ソフトウェア（株）殿との共同開発で完成した

ものであり、多大な協力をして頂き、謝意を表す。

また、本システムは、システム名SuperHAHK（ス

ーパーハーク）として、日立西部ソフトウェア（株）殿

にて販売するまでに至っている。

（注）

・ HICADは、 (f,菊日立製作所の日本における商品名称（商

標または登録商標）である。

・DXFは、米国Autodesk,inc．の提唱するCADデー

タ交換仕様の名称である。

・ Microsoft、Windowsは、米国MicrosoftCorporation 

の米国およびその他の国における登録商標である。

（文責 鉄管エンジニアリング部・田中健次）
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